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色みえを改善した LED 照明器具の試作  
 

 〇岩永 敏秀*1)、澁谷 孝幸*2)、横田 浩之*2)、 
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１．はじめに  
 本研究では、分光分布の異なるLED照明器具の色の見え方
を視感評価実験により評価し、評価結果を基にした分光分布
設計および照明器具の試作を行った〔 1〕。今回、試作したLED
照明器具（図1）の評価を視感評価実験により行ったので報
告する。  
 
２．実験方法  
 被試験照明器具は、試作品①（昼光の色みえに近い照明
器具）、試作品②（赤色の明るさ、鮮やかさを高める照明器
具）、市販 LED 照明器具（青色 LED+黄色蛍光体タイプ）
とした。基準光源として D50（相関色温度 5,000K の昼光）
に近似した蛍光ランプを用いた。実験条件は次の通りであ
る。各照明器具は実験用暗箱に取り付けた。暗箱 2 台を一
組とし、左側に被試験照明器具を、右側に基準光源を設置した。暗箱底面中央部の照度を
450 lx になるように調整し、試作品①、②および市販 LED 照明器具のもとで観察される演
色評価用色票（全 15 色）の見えについて、11 個の形容詞および 7 段階尺度（非常にそう
思う（7 点）～どちらともいえない（4 点）～全くそう思わない（1 点））からなる質問紙
を用いた印象評価を行った。両暗箱には同じ色票の一つを配置し、被験者には、その見え
を基準光源と比較して評価することを求めた。被験者は大学生（16 名）および中高年（15
名）の計 31 名とした。  
 
３．結果・考察  

実験結果の一部を図2および図3に示す。図2は、基準光源（D50に近似した蛍光ランプ）
との各色票の色みえの差を表す。試作品①は、市販LED照明器具と比較して、基準光源と
の色みえの差が抑えられていることを示している。図3は、形容詞「鮮やかさ」に対する評
定値である。試作品②は、市販LED照明器具と比較して、色票番号9（赤色の色票）の評定
値が大きく上回っており、赤色の鮮やかさを高める効果があることを示している。  
 

  
 
 
４．まとめ  
 分光分布設計で想定した色みえの効果をある程度確認することができた。今後は、製品
化に適した LED チップの構成や各種特性評価を行っていく。  
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図 3. 「鮮やかさ」評定値（平均値）の比較 図 2. 「違って見える」評定値（平均値）の比較 

図 1. 試作品の外観  

N=31 N=31 

 
 
 

平成 25 年度 研究成果発表会 

表 1. 各種抑制手法による効果 

図 2. 試作した力率改善装置 

生活環境に調和した小型省エネルギー機器の開発 

－家電製品用高調波・力率改善装置の開発－ 
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１．はじめに  
 大都市の OA 機器、家庭電化製品および各種照明機器の
数は膨大で、かつ高調波規制の対象外の機器類が多用され
ている。これらの多くは低力率の機器のため、その量が増
加すると、電力の送電効率が低下するだけでなく、屋内配
線などの電力線内の歪電流（図 1）の増加や他の機器の誤動
作等の要因にもなりえる。このように、都市における小型
照明機器や OA 機器の普及が生活環境を害する可能性が想
定される。  

本研究は、「都産技研」と「首都大学東京」が連携し、家
庭電化製品や小型電子機器に利用でき、屋内電力のクリー
ン化実現を目的に、小型の力率改善装置を試作（図 2）・開
発したので、その概要を報告する。  
 
２．実験方法  

本試作装置は、従来の力率改善方式（進相・
遅相調整）では不可能であった高調波成分を補
正するアクティブフィルタ方式で、負荷容量に
影響なく接続できる並列型として設計開発を行
った。  

また、小型化を目的に電流制限法や周波数制
限法の効果を検討（表 1）し、さらに配線系統
による効果も検証した結果、第 3 次高調波を補
正しない手法を開発した。  

負荷に LED 照明装置や、クレストファ
クタ可変の電子負荷、および模擬負荷
装置による力率改善効果の実証実験を
行い、4 次モデルとして製品化に即し
た装置へと改良を行った。  
 
 
 
３．結果  

開発装置の高調波補正特性測定結果を図 3 に示す。左図が試験前の測定値で、多次元の
高調波含有が分かる。中央図は第 3 次高調波のみを補正しない結果で、右図は全波補正結
果を示す。  
 
４．まとめ  

本研究は、
AC100V、約
1kW を想定
（300Var）し、
並列型アクテ
ィブフィルタ
を設計開発し
た結果、十分
な力率改善効
果の実証が得られた。今後、配電用設備としての 200V 仕様を目的に、商品化への企業支
援を行う予定である。  
 
謝辞  
本研究は、東京都の「都市課題解決のための技術戦略プログラム」の支援により実施され
ました。  

 
*1)実証試験セクター、*2)電子半導体技術グループ、*3)電子・機械グループ、*4)首都大学東京  

H22.4～H25.3 生活環境に調和した小型エネルギー機器の研究開発  

図 1. 歪電流の実態 

3次高調波
抑制率

5次高調波
抑制率

7次高調波
抑制率

THD_iS 所要容量

最大補償 ◎ (96 %) ◎ (96 %) ◎ (86 %) ◎ (3 %) ☓ (60 %)

実効値1 A制限 △ (37 %) △ (38 %) △ (43 %) ○ (35 %) ◎ (21 %)

ピーク値1.4 A制限 △ (26 %) ☓ (26 %) ☓ (31 %) △ (41 %) ◎ (16 %)

周波数制限(次数) × (0 %) ◎ (93 %) ◎ (95 %) ☓ (49 %) ◎ (19 %)

図 3. 力率改善装置の高調波補償特性 
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